






































































































z “free availability on the public internet, 
permitting any users to read, download, copy, 
distribute, print, search, or link to the full texts 
of these articles, crawl them for indexing, 
pass them as data to software, or use them 
for any other lawful purpose, without financial, 
legal, or technical barriers other than those 
inseparable from gaining access to the 













z 2002.2 Budapest Open Access Initiative(BOAI)
z 2003.6 Bethesda Statement on Open Access 
Publishing
z 2003.10 Wellcome Trust position paper
z 2003.10 Berlin Declaration on Open Access to 
Knowledge in the Science and Humanities
z 2003.12 UN World Summit on the Information 
Society Declaration of Principles and Plan of Action
z 2004.1 OECD Declaration on Access to Research 
Data From Public Funding
z 2004.2. IFLA Statement on Open Access to Scholarly 

































 2005年5月　UK PubMed Central創設提案
 2005年5月　助成を受けた研究成果を米国のPubMed Central
か創設提案されたUK PubMed Centralへの登録義務化へ
z 英国研究評議会連合(Research Councils UK)






























































 “The Case for Institutional 
Repositories”(position paper)































































































著者最終版(Author’s final  version)の機
関リポジトリ登録が認められている雑誌
 SHERPA project(旧RoMEO project)によれ
ば、93%がグリーンジャーナルである。（2005
年11月６日現在）
SOURCE: http://romeo.eprints.org/stats.php
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グリーンジャーナル
SOURCE: 
http://romeo.eprints.org/stats.php
Postprint可
Preprint可
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学術雑誌の独占的地位
z 「査読」（質のコントロール機能）に支えられており
、その地位は全く揺らいでいない。
 機関リポジトリは雑誌論文を補完している。
z リポジトリに論文が登録されることで雑誌のアクセス回数が
増えたり、引用回数が増える？？
z 学術コミュニケーションにおける唯一のフォーマ
ルなコミュニケーション手段とは言えなくなるなく
なる
 機関リポジトリの「制度化」が進み、リポジトリへの登
録がもっと多くなっていったときにどうなるのか？
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学術雑誌と機関リポジトリ
専門家による組織化組織化専門家による組織化
図書館保存図書館／図書館以外の場所(?)での保存
電子媒体媒体電子媒体
学術雑誌の査読とタイト
ルブランドに依存質査読システム
不特定多数対象不特定多数
機関リポジトリ学術雑誌
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学術コミュニケーションの変革へ
z学術情報流通システムは、情報技術の影
響を強く受け、さらに、情報技術によって誘
導される社会的、経済的、制度的変革に
直面している。
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伝統的な学術情報流通システム
学術雑誌へ
の掲載
研究の実施
投稿
蓄積
利用 インフォーマル・コミュニケション
査読
データベー
スへの収録
情報サービス機関 研究者
大学図書館 学協会／出版社
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大学図書館 情報サービス機関
研
究
者
研
究
者学術情報
学協会／出版社
学術情報流通基盤
革新的な学術情報流通システムのイメージ
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まとめ
z これまでの図書館の機能：一次資料の蓄積拠点
／蓄積に基づくサービス
z これを新たな形で継承するのが「機関リポジトリ」
である。
z 機関リポジトリは字義通りに「リポジトリ」なので
あり、まずは蓄積を形成することが重要。高等教
育・研究機関において図書館がそれに取り組む
のは当然というか自然。
 「組織化」という他にはない技能が図書館や情報サー
ビス機関にはある。
 長期保存が今後重要な課題となる。
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zこれまで（これから）のストックの活性化
GoogleやYahoo!がWorldCat(OCLC)を取り
込んでいる意味を考えよう。
全部電子化するのか？(例えばOpen 
Content Alliance／MSN)
組織化の質の問題ー主題分析／主題表現の
弱さをどう克服するか？
真に統合化された検索の実現を目指したい！
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学術コミュニケーションの変革の中で、大
学図書館は学術情報流通の基盤であり
続けるための努力を怠ってはならない。
